
想定される自然災害

建築規制

エネルギー使用量

（2019年度） Kwh ㎥ ㎥ ℓ

管理上の特記事項

（避難施設等）

名称

築年（西暦）

構造・階数

延床面積

主要な用途（室名等）

利用状況

耐震性　※1

劣化状況

早島町児童館（新館）

2014年

木造2階建て

266.2㎡

留守家庭児童会教室・遊戯室・わくわくルーム

高

有

―

―

適

適

※1耐震性有：耐震診断の結果Is値≧0.6（震度６強～７程度で倒壊する危険性が低い）又はS56.6以降に建築の建物
（S56.6より前に建築の車庫・倉庫は耐震診断対象外）
※2圧縮強度：13.5N/㎟未満は不適
※3中性化：築後65年時点でコンクリートの中性化が30㎜以上の見込みは不適
※4傾斜が有る場合は不適　　※5地盤沈下が有る場合は不適

早島町個別施設計画 策定年月

所 在 地

敷 地 面 積

延 床 面 積

１　施設基本情報
施 設 名 称

R3.3 計画期間 R4年度～R13年度

早島町児童館（新館）

都窪郡早島町早島1297-1

620㎡
（敷地内別棟(児童館本館）あり）

266.2㎡
棟 数

※対象は延床面積200㎡（車庫、倉庫等は500㎡）以上の施設

１棟（計画記載対象　１棟）

施設外観写真

設 置 目 的
児童に健全な遊びを与え、その健康を増進するとともに情操を
豊かにし、もって児童の健全な育成を図るため。

予想震度（ ６弱 ）　津波（ ０ｍ ）　浸水※（ ０ｍ ）※1000年に1回程度の雨を想定

２　建物立地・管理情報

担 当 部 署

電気 ガス 水道

健康福祉課

第1種住居地域（建ぺい率60％、容積率100％）、景観計画区域

燃料（灯油）

地盤沈下※5

建築後経過年数が少ないため、特筆すべき問題点はない。

（劣化が進んでいるもの）

長期使用の適否

圧縮強度※2

中性化※3

建物傾斜※4

躯体（ｺﾝｸﾘｰﾄ）の
健全性

（児童館本館に含む）

指定避難場所　敷地内未利用地なし　敷地内別棟（児童館本館）あり　

３　個別施設の概況・状態等

主要な設備
（屋外を含む）

電気設備（照明・放送・非常呼出）
消防設備（自動火災報知設備）
空調設備（電気式パッケージエアコン）
換気設備（通常換気）
給排水設備

（児童館本館に含む） （児童館本館に含む） （児童館本館に含む）



施設全体の方針

４　対応方針（対策の優先順位の考え方）

・設備等の定期更新を実施し、予防保全を図ります。

早島町児童館（新館）は、町内唯一の児童館敷地に新館として併設された施設で、１階は児童館と共有の遊戯
室、２階は学童保育に使用され、児童の健全育成を育む場として多くの児童に利用されています。近年学童保
育の利用者は増えており、小学校に隣接する現在の施設は、今後も児童福祉拠点として重要な施設となること
から、その機能が維持できるよう、必要な対策を実施します。

建物ごとの方針

区分 対応方針

幼児・児童施設

５　対策内容と実施時期
今後の保全にかかるコストの試算

本町では、倉敷市が開発した簡易長期修繕計画ソフトを利用し、４０年間のコストを算定しています。ただこの数値はあくまでも試
算であり、実際には、現地の点検で確認する劣化の進行度合いにより、実施年度が前後したり、実施時点での詳細な見積もりによ
り、金額が増減することも多々あります。重要なことは、試算結果と点検に基づいて、できるだけ効率的に、支出の平準化を念頭に
置いて修繕を実施することです。例えば、修繕を実施する年度だけでなく、その年度の前後に計画されている更新・修繕について
は、まとめて実施します。また、外壁など足場を組む必要のある修繕については、その年度の前後に予定している足場の必要な修繕
をまとめて実施することにより、本施設の延命化を最大限実現するように努めます。
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早島児童館（新館） 年度別維持保全費用グラフ【工事費】
年度別金額

累計金額

建築 電気 機械 累計

単位：千円

工 事 費 55,418

内 訳 建築 18,248 電気設備 2,691 機械設備 34,479 昇降機設備 ―

単位：千円



早島町児童館（新館）の、10年間の修繕予測は約13百万円です。
必要不可欠な公共施設であることから、日常の維持管理を十分に行い、計画的で効率的な修繕・更新を実施し、できるだけ本施設の
延命化を図っていきます。

６　計画期間内に要する対策費用の概算

中期的に見る修繕・更新の予測

単位：千円

9,882 昇降機設備 ―

工 事 費 13,016

内 訳 建築 2,864 電気設備 270 機械設備

単位：千円
1 2 3 4 5 6 7 8 9 10
2021 2022 2023 2024 2025 2026 2027 2028 2029 2030

建築 屋根 屋根長尺金属板 72 72 144
屋根樋 26 26 52

外部 外部雑 0
外壁既成板 524 524
外壁ｼｰﾘﾝｸﾞ 1,240 1,240
外部天井ﾎﾞｰﾄﾞ 81 81

小計(直接工事費) 0 0 0 703 0 0 0 0 1,338 0 2,041
小計(工事費＝直接工事費＋共通費＋消費税相当額) 0 0 0 987 0 0 0 0 1,877 0 2,864
電気設備 電力 非常灯 9 1 10

誘導灯 1 1 1 34 1 1 1 1 34 1 76
通信・情報 拡声 29 29 58

テレビ共同受信 4 4 4 12
通信・情報（防災） 自動火災報知 13 13 26

非常警報 0
小計(直接工事費) 1 1 5 85 1 5 1 1 81 1 182
小計(工事費＝直接工事費＋共通費＋消費税相当額) 2 2 8 124 2 8 2 2 118 2 270
機械設備 空調 空調機器；空気調和機 227 152 1,257 227 4,296 6,159

空調配管；配管類 0
給排水衛生 機器；湯沸器 44 104 449 104 156 857

給水給湯配管；配管類 0
排水配管；配管類 0
排水配管；桝類 0

小計(直接工事費) 271 104 0 601 0 1,257 0 331 4,452 0 7,016
小計(工事費＝直接工事費＋共通費＋消費税相当額) 382 147 0 847 0 1,770 0 467 6,269 0 9,882
合計(直接工事費) 272 105 5 1,389 1 1,262 1 332 5,871 1 9,239
合計(工事費＝直接工事費＋共通費＋消費税等相当額) 384 149 8 1,958 2 1,778 2 469 8,264 2 13,016

合計工事種別 区分 種別


